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「言葉はビークル（乗り物）」。
これは私が人と関わるときにいつも心にとめている

メッセージです。相手に届くのは言葉ではない。届く
のは言葉に乗っていく、あなたの人柄や思い、そんな
意味が込められています。
今日はこのことに関する話を二つ紹介します。先

日、製造会社でプロジェクトチームを任されているA
さんが、ほとほと疲れた表情でこう話されました。
「猪俣さん、コーチングの本に書いてある通りに

やっているけど、人って変わらないよね。難しいよ。」
「何をされたんですか？」
「とりあえず、自分から声をかけること。あと、否
定せずに聞く、できたことをほめる、何がしたいのか
聞く…かな。いや、実はね、上司がうるさいんです
よ。『この前話したことを早くメンバーに伝えて、その
とおりに動かして早く結果を出せ。それがお前の仕事
だろ。』って。なのに、うちのメンバーときたら何かと
やらない理由を言っては取り組まない。上司から言わ
れたことを一人でやっていたら、もう身体がもたない
です。だから、自分の言うとおりに相手が自ら動いて
くれるんだったら、コーチングが役に立つかと思って
やったんですけど…効果ないですね！」
時期同じくして、今度はＢさんの話です。前回（そ

の34・11月11日発行）お伝えした「承認」に関連した
話です。マネジャーのＢさんは、研修で｢承認｣するこ
との相手に及ぼす影響を学び、隣の席の部下に試して
みたそうです。Ｂさんと部下の席の間には、部下の書
類が山積み状態。それはもうお互いの顔が見えないく
らいの高さだったそうです。そんな中でＢさんは部下
に、「おはよう」「困っていることない？」「仕事順調？」
「それ教えてくれてありがとう。その視点はなかった
ので助かった。」と日々小さな声かけを続けてみたとの
こと。一週間、二週間とたつうちに、ある変化が表
れたそうです。それはお互いの顔が見えないくらい
だった山積みの書類が、少しずつ少しずつ低くなっ
て、一ヶ月も経つ頃には、なんとすっかりなくなった
そうです！　その話を聞いた私は、「へぇ、部下の仕
事の効率があがったのかな？」と思いましたが、Ｂさ
んのその後のコメントを聞いてびっくりしました。Ｂ
さんはこのように言ったのです。それも嬉しさに

ちょっと震えた声で。「書類の山は、部下は私につくっ
ていた心の壁だったんです。」と。続けて「猪俣さんが
教えてくれた『承認の三構造』は、Ａ４の紙に書いて
見えるところに貼ってあるんですよ。最近『成果承認』
が少ないな、『成長承認』が少ないな、って振り返りな
がら部下との関係づくりに活かしています。もちろ
ん、これからも続けていきます。」そう笑顔で語りかけ
るＢさんは、幸せそうにも見えました。
ＡさんとＢさんの違いは何だったのでしょうか？

おそらくＡさんからメンバーがうけとめた思いは「Ａ
さんは結局自分の思い通りに私を変えようとしてい
る。それって本当に私のことを思ってしているわけ
じゃない。」。片やＢさんから部下が受けとった思いは
「Ｂさん、最近私のこと気遣ってくれているみたい。
Ｂさん、なんだか変わった。一緒にいて前よりも安心
できるかな。」。そして少しずつ少しずつ心の氷が溶け
ていく。この人は本当に私のことを思って敢えてこう
いうことを言ってくれている、その思いはたとえ耳に
する「言葉」は同じでも、必ず相手の心に届き、そし
て相手の行動をも変えていく、そう私は信じていま
す。
とはいえ、だからAさんがとった行動は間違ってい

る、とは私は思いません。自分が楽になるために相手
を変えたい、そうならざるを得ない理由があったので
しょうから。でも、悲しいことに負のループに陥って
しまうんですよね。ならばどうすればいいんですか？
そんな質問もよく聞きます。そんなときに私が伝える
のは、相手に変わってほしいことがあるんだったら、
すぱっとお願いしましょうよ、ということ。例えばこ
んな感じです。「実は会社がこういう状況で、私も上司
からこのように言われて苦しいし辛い。君たちが大変
な状況にあるのもわかっている。けれどもこの状況を
乗り切るのに君たちの力が必要なんだ。力を貸してほ
しい。」のように。やってみないとわからないですし、
伝えてみないとわからないこともたくさんあります。
人との関わりは、瞬間瞬間が新しいスタートです。
相手と自分を信じる、そして相手に期待はするけど

見返りの期待は手放す。それを今年のラストメッセー
ジとしてあなたにプレゼントします。2011年があなた
にとって最良の一年になりますように！
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